




























































































































































































































































































































































































ていた｡神主さんが太鼓を叩いて祝詞Ｌ 7こ ｆ中士己"刀ｺﾌUEE友とⅡl｣いてf兀訶 写真５：御仮屋内.，種類のｵs供え
を読んだ後、三三九度でお酒を飲む。
お供えは必ず９種類で、輪島塗の三方の上に魚・海草･鶏（卵)・果物・お神酒・米・塩・水・餅米を
供える。供え物の数は必ず奇数にする。祭りを終えてお宮に入るときには５種類にする。
儀式が終ると御仮屋の中の畳を立て、中の道具などを運び出しつつ神輿を外へ出すbその頃曳山は
すでに西出方面の端まで進んでおり、神輿も塩の盛られた海辺の道を追う。途中、少し別の道に入っ
て､頼まれた班のお祓いをする。そして神輿が曳山のところまで来るとそこでもう一度お祓いがある。
その途中で曳山は坂を下り始める。Ｈさん（男性・70代）の話によると、岬の端まで来るのは最初だ
けで、あとは交番のところまでの道を二度移動するらしい。交番のところで、神輿と曳山が接触する
７７
「馬」の状態で移動していく。神輿が離れてはぶつかり、押し合いへし合いが続く。神輿、曳山とも
に休んでは進み、休んでは進む。宵祭りの倍以上の子供達が集まり、曳山の上に乗っていた。見物客
も若い人が増え、浴衣姿の女|生やベピーカーを押す女性の姿も見られた。
写真６：子供を曳山に乗せる 写真７：おごり合う曳山と神輿
そのうちに日は傾き始め､曳山にはちょうちんが灯り、曳山と神輿は徐々に神社の境内へと向かう。
時刻は午後６時過ぎ。出てきたときと同様に電線を竹の竿で上げ、人形や吹き流しをいったん外し、
傘を傾けて鳥居をくぐった。鳥居をくぐるまでに神社の前の道を３回ほど往復した。神輿もそれに続
き､境内で神輿と曳山がおごりあった｡３回おごると、曳山は正面の階段の向かって右手に停まった。
神輿はそのまま移動を続け、階段の前まで来ては神輿を腰まで落とし、その状態で鳥居の前まで移動
し、かけ声とともに神輿を肩に担いで階段の前まで何か低い声で歌を唱えながら歩く。それを３回ほ
ど繰り返した後、拝殿に向かう階段をのぼる。拝殿の中ではすでに神主さんが待ち、その前で神輿は
停まる。そこで「神渡し」の儀式が始まる。お宮に神輿を入れる儀式を「入り社」という。榊と寶銭
箱が神輿に置かれ、神の宿った榊を拝殿の中へ引き入れる。話によると、このとき神輿が軽くなると
いう。そして儀式が終ると神輿は倉庫の中へ入れられ、壮年団も観客も三々五々帰っていく。午後６
時45分。
御仮屋の前に行ってみると、先ほどまで神社の前にいた人達が集まっており、西保荒波太鼓の人達
が準備しているところだった。その中で、土俵脇にある景品台のところに壮年団の人達が相撲の取組
みを相談しているようだった。そして壮年団の１人は、お年寄りや子供達に数字の書かれた紙を渡し
て回っていた。もしかすると相撲に出る人に配られる紙で、一瞬おじいちゃんも相撲に出るのかと思
ったが、そうではないらしい。
7８
壮年団による西保荒波太鼓の紹介のあと、午後７時から西保荒波太鼓の太鼓が始まった。御仮屋の
前ではライトが設置され､子供達と町の人達が集まっていた｡最初に一つの太鼓を使った演目があり、
次に婦人会の皆さんの太鼓、そして最後に子供達の太鼓だった。日は暮れ、人々のざわめきの中で太
鼓の激しい音色が響いた。
写真８：子供相撲の様子
午後７時30分、子供相撲が始まる。順番に「小学生未満」「小学１．２年生」「小学３．４年生」「小
学５．６年生」別に行われた。勝ち抜きではなく、勝っても負けても景品がもらえるが、勝った方が
いいものをもらえるということだ６男は男、女は女で勝負できるようになっており、景品はぬいぐる
みやプラモデルといった子供向けの玩具だった。昔は大沢の相撲といえば門前や輪島から挑戦者が来
るほどで、大沢からは比較的有名な力士も出ていたという。今は人が集まらず子供相撲だけで、女の
子も出ることができる。相撲は午後８時前には終ってしまい、終るとくじびき大会が始まった。先ほ
どくばっていた紙はこのためのものだったようだ６景品はワリバシやお茶、サランラップやほうきと
いった日用品だった。
こうして2006年度夏の大祭は終了し、私は大沢を後にした。
5．考察
夏の大祭について大沢の人々から話を伺うと、ときに愚痴めいた話になることがあった。「曳山に
つける提灯も昔は紙で作っていたが、今はビニール製だ６昔は花やら短冊やらが傘からたくさん下が
っていたが、今はそれらをすべてとってしまった。高さも電線にひっかかってしまうため、どんどん
小さくなってしまった｣、「昔は西保の人が総出で大沢の祭りに来たが、今は昔のにぎやかしさの半分
も無い｣、「昔は祭りくらいが娯楽であったのでたくさんの人が見に出てきたものだが、昭和５０年に
7９
バスが開通し、外へ娯楽を求めて出て行った」などといった嘆息の声が多々見られた。私は２００６年
より前の夏の大祭を見てはいないが、現在の夏の大祭には見られない行事が多数行われていたことを
聞くと、昔の夏祭りはきっと凄まじく盛大だったに違いないと思う。今よりさらに華やかな飾りを乗
せた曳山。たくさんの子どもたちと見物客。８０人近くの壮年団。獅子舞が舞い､屋台が浜辺から境内
までひしめき合い、島田を結った美しい花嫁が、しやなりと歩く。境内ではチョンガリ節の音色が響
き渡り、人々は一晩中盆踊りに興じていた。相撲には能登全域から強い力士が集い、競い合った。そ
んな過去の夏の大祭のことを大沢の人たちは話して聞かせてくれた。その様子は得意げで、しかしど
こか寂しそうでもあった。
伝統を維持してゆくことはなんと難しいことだろう。チョンガリ節を歌う人がいなくなって盆踊り
はカラオケ大会に変わり、力士が集まらなくなった相撲は子ども相撲とくじ引き大会へと変えられた。
人手の不足や予算の不足という現実を目の前にして、それでも祭りを活l生化させようとする人々の姿
が大沢にはあった。いくら大沢に住む人間が減っても、「毎年夏祭りには出稼ぎの人間も帰ってくる」
と大沢の人々は口をそろえて話すbやはり大沢の人間の居場所は大沢なのだという強い思いを、大沢
に残る人々も、出て行った人々も持っているように思う。このような帰属意識を再確認できるのが、
夏の大祭なのだ６伝統だから守らねばならないとか、祭りの責任を果たさねばならないといった理由
で祭りをしているのではない。`懐かしい顔と再び出会い、心の知れた仲間と団結して協力し合うこと
自体が何より楽しいのに違いない。私はこの大沢の夏の大祭を通して、故郷とはこういうものなのだ
と深く感じた。
6．おわりに
小さい頃より転校を繰り返して育った私にとって、伝統的な地域の行事や神事などはこれまで大変
縁遠いもののように感じていたが、今回の調査実習で多くのことを西保の皆様から学ばせていただい
た。実際に住民同士のあたたかい関係に触れ、私自身も少しながら加わることができ、とても楽しく
過ごさせていただいた。
この報告書を作成するに当たってお世話になった西保地区の皆様、とりわけ本調査及び２回にわた
る補充調査でお話を聞かせていただいた大沢の方々と上大沢の方々に厚く御礼申し上げたい。
8０
